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社外コンサルタント活用のメリット

自社の経営改革は社内メンバーだけではなかなか改革が進みにくいのが現状です。

〔理由〕

①現業の業務が多忙で改革の為の時間、人員が取れない。

②改革案はまとまるが尻切れトンボとなり改革改善が中途半端のままになる。

③他社の改善の取組み実態を知らず、具体的手法が手探り状態である。

④集合研修はその場限りになり具体的改善活動が展開されない。

社外コンサルタント活用によるPM（プロジェクトマネジメント）方式による経営

改革は、必ず初期のカイゼン目標を達成します。

①経営改革の４大原則に基づき実行します

●全社員参画（経営改革活動に参加し、改善計画を立案する）
●目標の明確化（達成目標を数値化し具体的項目の明示します）
●目に見える改善（全社員に実感できる改善を実行する）
●全社発表会（全社員の前で目標や取組み状況・達成結果を発表する）

②プロジェクトは「社外の強制力」となり予定通りの進捗管理を行います。

③科学的・技術的アプローチを行い長年のコンサルタント経験に裏付けられ
た具体的改善を着実に実行します。



3

製造カイゼン
＊作業工程別のコストを再分析したい。

＊工程別の作業動作カイゼンをVTR分析したい。

工場リニューアル

＊外国人作業者のスキルアップを図りたい。

＊食堂をテストキッチン化しプレゼンルームとしたい。

＊女性が働きやすい工場→トイレ・更衣室のカイゼン。

生産工程カイゼン
＊FSSC22000・・・現場カイゼンスキルを定着させたい。

＊ＴＱＣの具体的手順を現場リーダーに取得させたい。

技術営業の強化
＊技術者に営業マインドを植え付けたい。

＊ネット販売を強化したい。

廃棄物カイゼン

＊Ｂ級品の再活用方法。（再品質検査の実施）

＊不適合品の処分方法カイゼン。

２．食品工場のカイゼン要望
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技術開発（機能性表示食品等）

１．研究技術開発

⑴食品添加物

⑵包装資材選定

⑶原材料選定

２．製造技術開発

⑴殺菌技術改善

⑶静電気除去による工程改善

⑷外注委託工場のカイゼン
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工場カイゼン

１．ファクトリーウォッチング

⑴工場外周の点検

⑵建築基準法と消防法の点検

⑶全作業者の参画

２．部署別カイゼン

⑴倉庫カイゼン（滞留在庫品）

⑵包装工程の作業カイゼン

⑶品質検査室のカイゼン
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マーケティング＆営業カイゼン

１．CIブランドの再点検

⑴企業理念の可視化

⑵社員行動のカイゼン

⑶ネーミング＆パッケージ見直し

２．技術営業の定着化

⑴プレゼン技術営業の定着化

⑵工場見学の再活用

⑶ホームページ見直し
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１）新製品開発関連テーマ

①新ブランド開発の食品マーケティング  

②冷凍食品と冷凍技術

 ③高齢者の栄養ケア食品開発

 ④ユニバーサルフード

 ⑤機能性表示食品開発

２）食品関連の各種規制関連テーマ

⑥食品企業のコンプライアンス

⑦輸出食品における食品・食品添加物規制

⑧食品発明における特許申請の実務

⑨中国食品安全に関する法律の基礎

⑩食品表示の偽装と安全・安心確保

３）食品成分関連テーマ

⑪ダイオキシン簡易分析法と食品への適用

⑫飲料における芽胞形成細菌の制御

⑬大腸菌群の実務知識

⑭食物アレルゲン対策の実務

⑮食品の保存・加速試験の実際

４）食品工場改善関連テーマ

⑯食品工場のリニューアル(設備、工程改善）

⑰ヒューマンエラー防止対策

⑱サニテーションレベルと工場設備設計

５）認証取得関連テーマ

⑲FSSC22000の取得支援

⑳ハラール認証取得

３． 食品技術士センター 月例会・講演テーマ事例
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４ 食品工場カイゼン事例

事例１；機内食工場カイゼン事例

１）国際線の機内食調理工場
①従業員数；約３５０名 ②１日製造食数；約４,000食

２）HACCP対応工場への改善指導
３）新工場建設計画＆基本設計

事例２；老舗「味噌煮込みうどん」チェーン店のCK工場カイゼン事例
１）飲食チェーン企業

①店舗数；約３０店舗 ②従業員（工場）；約１００名
２）新工場建設後の工場マネジメントシステムづくり

①工程別作業マニュアル、 ②標準原価作成 ③従業員教育
３）チェーン店への配送システムづくり

事例３；ファーストフードの冷凍工場カイゼン事例
１）冷凍食品・・・・従業員；約150名
①たこ焼き、 ②お好み焼き等

２）ISO22000取得指導
３）ベトナム工場の現場カイゼン指導
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事例４；調味料工場カイゼン事例

１）規模；社員数；約１００名
２）コンサルティング内容；

①ISO22000取得後の現場への定着指導
②工場レイアウト＆生産機械配置改善
③新工場建設計画

事例５；冷凍食品工場カイゼン事例

１）規模；社員数；約１３０名
２）コンサルティング内容
①ISO２２０００認証取得指導
②旧工場から新工場への移転計画＆軌道乗せる指導

事例６；ホテル厨房のカイゼン事例

１）規模；客室数２５０室
２）コンサルティング内容
①HACCP認証取得指導
②異物混入防止、日付間違いの防止
③「クリスマスケーキ、パン、お節料理」の工程カイゼン
④TQC(小集団活動）の実施指導



５ー１“KAIZEN” コンサルテーション手法

KAIZEN 成果目標；全社員の業務スキルアップを図る

～ 『業務フローの見える化」 ～

取組み基本方針Ａ

１．全社員参画
経営トップから新入社員まで全社員がプロ

ジェクトに参画（参加して計画立案）します
２．目標の明確化

達成年度、数値等の定量的目標を明確にします

コンサルテーション実施パターンＢ

３．目に見える改善の実施
全社員が目に見える具体的な改善から実行し
ます

４．全社発表会
全社員に対する発表会を実施します

社内メンバーとプロジェク
トチームを編成する。
成果目標を明確に具体的
テーマ別活動を行い、期間
内に目標達成を目指す。

組織機構及び業務・作業改善
～現状実態調査と具体的改善実施～

ＰＭ（プロジェクト
マネジメント方式）

研修目的・テーマ・カ
リキュラム・メンバー、
成果目標を明確にし、
実務的取組みを行う。

研修方式 テーマ及び成果目
標を設定し、一括
した業務請負形態。

業務受託方式



５－２ 成果物の整備具体例

組
織
見
直
し

部署業務一覧表

業務決済フロー

業務決済フローの明確化

部署別業務内容の設定
●「部・課」等の部署の業務・権限・責任
●役職者の職務内容・権限・責任の再明確化



業務・帳票フロー図

５－３ 成果物の具体例

業務スキルマップ

社内外の文書業務フロー
の図式化

（業務と付随文書の流れを見える化
する）

業務と付随文書は当時者しかわから
ない事が多く、人事異動の際大きな
障害となっている。

業務・作業別の「スキルマップ」を作成
部署別の業務・作業について「業務習熟度（スキル）」を４段階区分し、全社員
の個人的スキルを明示する。
それに基づき「スキルアップ目標」を設定し、詳細な「目標管理」を実践する。

作業手順書

「作業手順書」を作成
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●発生メカニズム(動作手順分析）

●発生要因の明確化

●発生後の改善行動

●予防行動のパターン化

ヒューマンエラー

発生時の動作分析

●就業前の基礎教育
①安全管理、②作業管理、③機械操作管理

●５Ｓ運動

①整理 ②整頓 ③清掃 ④清潔 ⑤躾

●OJT・・・現場でのロールプレーイング

●TQC・・・職場チームでの
改善活動

★意識して行動する。

注意して行動する。

ヒューマンエラー防止の為の

教育訓練

現場でのOJTがポイント

全社的ヒューマンエラー防止の運動

６－１ ヒューマンエラー防止策
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▲複数の同時作業

▲複雑な作業

▲イライラ感

６－２ ヒューマンエラー防止対策

◎スムーズな作業の流
れ

◎リズム感のある作業

◎疲れない作業

マイナス要素 プラス要素



確認動作 エラー発生状況 発生率

何もしない ２．３８％

呼称だけ実施 １．０％

指差しだけ実施 ０．７５％

指差し呼称実施 ０．３８％

６－３ 指差呼称の大脳生理学的効果
出典；平成6年 （財）鉄道総合技術研究所

１）指差呼称
明治末鉄道省時代に蒸気機関手が実施したことが始まりと言われている。

２）大脳生理学的効果
①大きな声を出すと脳が刺激される⇒眠い時に声を出すと眠気が無くなる。
②口の筋肉は脳を刺激する⇒大きな口を開けて発声すると明瞭に聞こえる。

「指差し呼称」の発声と動作は、聴覚知覚・筋肉知覚・
運動知覚を刺激し、潜在的意識を呼び覚ます効果が
ある。

指差呼称
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「考動＆考働」
意識して・考えて動く！ 考えて働く！

漫然とし
た行動

指差し呼称で
確実に！

16

食品工場カイゼン
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（１）インド大豆食品加工業の調査(JETRO)
大豆食品加工業界（大豆生産者、地方市場、大豆製
品大手企業）の対日ビジネスにおける「食の安全」への
取組み状況調査と改善指導を実施した。

（２）ミャンマー「食品工場の５Ｓ改善」(JETRO)
ミャンマーの食品産業を育成し、日本への輸出振興を

図る為、現地中小食品工場において「ＨＡＣＣＰ及び５
Ｓ」の実施状況の現状分析と改善指導及び中堅管理職へ
の技術研修を行なった。

７－１ 海外プロジェクト事例・・・JICA、JETRO、民間企業

（３）ベトナム食品工場（民間企業）
ベトナムの日系食品工場の現状診断と改

善提案を行った。

（４）韓国食品企業（民間企業）

生産性向上の為の現地分析と改善提案
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７－２ ベトナムの食品工場



19

７－３ ミャンマー ピーナッツ油製造工場
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７－４ ニュージーランド スモークサーモン製造工場
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７－５ 韓国食品工場



著作権：食品技術士センター（中山明）
無断転載・複製を禁じます

ご清聴ありがとうございまいした。
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